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助教授 森 本 浩 一
論 文 内 容 の 要 旨
一 般 に ハ イ ン リヒ ・マ ン(1871～1950)と トー マ ス ・マ ン(1875～1955)の 確 執 の 例 と して
は第 一 次 大 戦 期 の もの が よ く知 られ て い る。 フ ラ ンス共 和 制 を範 と して ドイ ッ帝 政 や ドイ ッ人
気 質 を批 判 した兄 ハ イ ン リヒと、 ドイ ッ精 神 を擁 護 し西 欧 を批 判 した弟 トーマ スの対 立 は、 単
に 当時 の ドイ ッ知 識 人 の様 相 を示 す に と どま らず 、 人 間 と して の気 質 や思 考 家 タ イ プの対 立 を
示 す 典 型 例 と も見 られ て き た。
トー マ ス ・マ ンの場 合 は その 後 ヴ ァイマ ル共 和 国 支 持 の立 場 に転 じ、 ナ チ政権 成立 後 は亡 命
して ヒ トラー支 配 下 の ドイ ッ を厳 し く批 判 す る に至 った。 そ して彼 の こ の思想 的 な歩 み は、 日
本 で も長 年 に及 ぶ トー マ ス ・マ ン研究 の積 み重 ね に よ り明 らか に され 、 多 くの読 書 人 に知 られ
るよ うに な って い る。 しか しハ イ ン リ ヒ ・ヤ ンの方 は、 戦 後 版 権 が 東 独 に あ って き ちん と した
全 集 が な か な か 出 な か った一 一 現 在 で も評 論 や書 簡 類 にっ い て は 出て い な い こ と もあ り、
研 究 が ドイ ッ本 国 で も遅 れて お り、 日本 で の紹 介 も余 りな され て こなか った。 そ の た め、 進 歩
的知 識 人 と して活 動 した第 一 次 大 戦 期以 降 の姿 を通 して しか若 年 期 の彼 の活動 が語 られ な い傾
向 が あ った。
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本 論 文 は、1903年 か ら1905年 に か け ての マ ン兄 弟 の動 向 に焦点 を 当 て、 当 時 二 人 の 間 に生 じ
た確 執 を分 析 す る こ とに よ り、 第 一 次 大 戦 期 の兄 弟 喧 嘩 の淵 源 が この時 期 に あ る こ とを 明 らか
に しよ う と した もの で あ る。 そ の際 、 トー マ ス ・マ ン研 究 は 日本 で も長 い歴 史 が あ り、 そ の作
品 も邦 訳 が 揃 って い るの で、 どち らか と い うとハ イ ン リヒ ・マ ンの紹 介 ・分 析 に多 くの ペ ー ジ
を さい て、 青 年 期 か ら熟 年 期 に移 行 す る マ ン兄 弟 の姿 を見 て い くこ とを原 則 と した。
こ との発 端 は、 ハ イ ン リヒ ・マ ンが1902年 の末 に刊 行 した長 篇小 説 『女 神 た ち』 で あ った 。
「デ ィァ ナ」 「ミネ ル ヴ ァ」 「ウ ェ ヌ ス」 の三 部 か らな る この小 説 は、19世 紀 末 に イ タ リア や ダ
ル マ テ ィ アで 奔放 に活動 した女 性 ヴ ィオ ラ ンテ ・フ ォ ン ・ア ッシ イ公爵 夫 人 の生 涯 を描 い た作
品 で あ る。 第一 部 「デ ィァ ナ」 で は未 人 は ダ ルマ テ ィア に革 命 を起 こそ う と ラデ ィカ ル な活 動
を繰 り広 げ 、 そ れ が失 敗 に終 わ った後 は ローマ に移 り、 第 二 部 「ミネル ヴ ァ」 で美 術 作 品 を収
集 し芸 術 家 を支 援 す る仕 事 に専 念 し、 次 の第三 部 「ウ ェヌ ス」 で は愛 の女 神 よ ろ しく性 愛 の権
化 とな って 多数 の男 との情 事 に没 頭 す る。
登 場 人 物 た ち はみ な野 獣 の ご と くで 、 本能 の お もむ くま ま に裏 切 りや愛 欲 にふ け る。 市 民 社
会 の 中 で規 範 や 周 囲 の 目を気 に しなが ら生 き る方 向性 とは正 反 対 で あ る。 そ の一 方 で南 欧 の美
しい風 景 の 描 写 が 随 所 に見 られ る。 時 代 設 定 は19世 紀 末 とい う こと にな って い るか ら、 発 表 年
代 か らす る と現 代小 説 と と られ て も当 然 の作 品 だ が、 む しろ数 世紀 前 の イ タ リア ・ル ネ ッサ ン
スの様 相 を 描 いた か の よ うな 印象 を与 え るの で あ る。 遠 い時 代 の異 国 を舞 台 と した唯 美 的 な絵
巻物 風 に スペ ク タ クル、 これ が 『女 神 た ち』 とい う小 説 の実 態 と言 え るで あ ろ う。
そ の背 景 にあ った の は、 当 時 ドイ ッ を襲 った ニ ー チ ェ主 義 ・ル ネ ッサ ンス熱 で あ った。 窮 屈
な市 民 的 規 範 を脱 して 本 能 の赴 くま ま に生 き る こ とを提 唱 した と い うの が 当 時 の ニ ー チ ェ理 解
で あ り、 そ こか らル ネ ッサ ン ス期 を この ニ ー チ ェ主 義 の具 現 と して称 揚 す る立 場 が生 ま れ た の
で あ る。 ハ イ ン リ ヒ ・マ ンもそ う した思 想 的 流行 と無 縁 で は なか った。 『女 神 た ち』 が彼が ニー
チ ェ ・ル ネ ッサ ンス熱 に ど っぷ りっ か って いた こ との証 左 で あ る。
ちな み にそ れ まで の ハ イ ン リ ヒ ・マ ンの歩 み を概 観 してお くな ら、20代 前 半 の 頃 は フ ラ ンス
作 家 ブ ール ジ ェ に傾 倒 し、決 定 論 的 な 自然主 義 に反 発 し、 人 間 に は科 学 で は割 り切 れ な い側 面
が あ る こ とを 強調 す る伝 統 主 義 ・保 守 主 義 に惹 か れ て い た。 と同 時 に、 この 頃 の彼 の一 大 問 題
は デ ィ レ ッタ ンテ ィズ ムで あ った。 裕 福 で食 うの に は困 らな いが 、 ど う生 きて い け ば い い か決
めか ね て い る若 者 の 持 っ 問題 でく これ は無 論 ハ イ ン リヒ ・マ ン自身 の 問 題 に 他 な らな か っ た。
当 時 の 彼 の そ う した傾 向 は処 女 長 篇 小 説 『あ る家 庭 に て』 に明 瞭 に現 れ てい る。20代 半 ば に な っ
た彼 は、 『20世紀 』 とい う雑 誌 の発 行 ・編 集 に たず さわ り、 物 質 主 義 の 元 凶 が ユ ダ ヤ 人 だ と し
て反 ユ ダ ヤ主 義 を鼓 吹 す る。30歳 に近 づ く頃、 彼 は長 篇 小 説 『逸 楽境 に て』 を発 表 す る。 後 年
彼 は、 作 家 と して の 実 質 的 な 出発 点 を こ の作 品 と見 な して い た。 そ れ まで の 自作 か ら一 段 飛 躍
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した もの と考 え て い た の で あ る。 これ は当 時 の ベ ル リンを舞 台 と して、 作 家 志 望 の若 者 と大 企
業 の 主 との 関 わ りを描 い た作 品 で あ るが 、 後年 の ハ イ ン リヒ ・マ ンの 思想 と一 致 す る内容 と見
る向 き もあ る一方 、 作 中 の社 会 批 判 はむ しろそ れ以 前 の保 守 的 立場 か らの もの と共 通 して い る
と 指 摘 す る論 者 もお り、 ま た批 判 が あ らゆ る方 向 に 向 け られ て い るの で む しろ作 者 が 自己 の方
向 性 を決 めか ね て い る状 態 の現 れ だ とい う見 方 もな され て い る。少 な くと も後 年 の彼 と共 通 し
て い る と単 純 に言 え な い作 品 で あ る こと は確 か で あ る。 そ して 『逸 楽境 に て』 で現 代 ベ ル リン
を描 い た後 に南 欧 を 舞 台 とす る 『女 神 た ち』 が来 るの で あ るが 、 こ こ に は意 図 的 な フ ロー べ 一
ル模 倣 が あ る。 『ボ ヴ ァ リー夫 人』一の よ うな リア リズ ム小説 と 『サ ラ ン ボ ー』 の よ う な想 像 力
を 活 か した作 品 とを交 互 に書 い た フ ラ ンスの 巨匠 を、 ハ イ ン リヒは真似 て し、た の で あ る。
『女 神 た ち』 に戻 ろ う。 この作 品 は トー マ ス ・マ ンの反 発 を招 いた。 直接 兄 を批 判 す る こ と
はな か っ たが 、別 の 作 家 の小 説 の書 評 で 暗 に ル ネ ッサ ンス主 義 を当 て こす って、 間接 的 に 『女
神 た ち』 を攻 撃 した の で あ る。 ま た、 彼 の 短 篇 の代 表 作 『トー ニ オ ・ク レー ガ ー』 は 『女 神 た
ち』 批判 と言 え る、 或 い はそ う見 な い と理 解 で きな い箇 所 が あ る作 品 で あ る。 トー マ ス は以 前
は兄 に な らって イ タ リア旅 行 を した りロ ーマ に滞 在 した り した こ と も あ った が、20代 後 半 に な
る この 頃 か ら兄 の姿 勢 に批 判 的 な態 度 を と る よ うに な って い た。 トー マ ス の 立 場 か らす る と、
異 国 イ タ リアや ル ネ ッサ ンス主 義 へ の領 倒 は、普 通 の市 民 を見 下 し自分 を高 適 な芸 術 家 と規 定
す る思 い上 が った 態度 に 由来 す る ので あ る。立 派 な作 品 を生 み 出 す 芸術 家 よ り、 む しろ ドイ ッ
の 日常 に生 き る平 凡 な市 民 の方 に親 近 感 を抱 く 『トー ニ オ ・ク レー ガ ー』 の主 人 公 は、 実 は兄
の生 き方 へ の懐 疑 を 強 め っ っ あ った トー マ ス の姿 を そ の ま ま示 した作 品 で あ った。 そ れ で い て
作 中 、 文 学 に無 縁 な市 民 や、 文 学 に興 味 を示 して くれ る や や 逸 脱 した市 民 に 比 べ て 、 純 粋 な
「芸 術 家 」 の姿 が鮮 明 に描 か れ て いな い の は、 兄 が 余 りに身近 に い た た め に直 接 描 写 す る こ と
が で きな か った た め と見 るべ きで あ ろ う。
一 方 、 ハ イ ン リ ヒも この 頃 に芸 術 家 小 説 『ピ ッポ ・スパ ー ノ』 を 書 いた。 彼 の短 篇 小 説 の代
表 作 と され る もの だ が、 『トー ニ オ ・ク レー ガ ー』 が ハ イ ン リ ヒの 『女 神 た ち』 批 判 で あ っ た
よ うに、 『ピ ッポ ・スパ ー ノ』 は弟 の芸 術 家 小 説 を読 ん で そ の刺 激 に よ り成 立 した と見 る こ と
の で き る作 品 で あ る。 また 内容 的 に も 『トー ニ オ ・ク レー ガ ー』 へ の返答 と言 え る部分 が あ る。
この頃 彼 が トー マ ス に宛 て た書 簡 は全 部 が 失 われ て しま って い るが 、 例 外 的 に下 書 きが一 つ だ
け残 って お り、 そ こ に は 「お前 は北 方 の健 康 に憧 れ、 私 は南 方 の健 康 に憧 れ て い る。 平 凡 さ は
〔トー マ スが 『トー ニ オ ・ク レー ガ ー』 で描 い た よ うな〕 碧 眼 の主 に だ け あ る の で は な い」 と
書 か れ て い る。 『ピ ッポ ・スパ ー ノ』 に登場 す る少 女 ゲ ンマ はそ の意 味 で 、 弟 の 描 い た ハ ンス
や イ ンゲ に対 抗 して 「南 方 の健 康 」 を描 こ うと した もの と見 る ことが で きよ う。 この よ うに こ
の時 期 、 マ ン兄 弟 は書 簡 や 直接 会 って話 す 以 外 に作 品 に よ る相 互 批 判 や対 話 を行 って い た ので
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あ る。
『ピ ッ ポ ・スパ ー ノ』 の次 にハ イ ン リ ヒが発 表 した のが、 長 篇 小 説 『愛 の 狩 猟 』(1903年)
で あ った。 この作 品 が兄 弟 の確 執 を 顕 在化 させ る こ とにな る。 「愛 の狩 猟 』 は 同 時 代 の ミ ュ ン
ヘ ン市 民 社 会 を背 景 に、 女 優 を 目指 す ウ ー テ(マ ン兄 弟 の実 妹 カル ラが モ デ ル と な っ て い る)
と、 彼 女 を支 援 す る金 持 ち の若 者 ク ロ ー ドの交 際 を描 い た物 語 で あ る。 ミュ ンヘ ンの 上 流市 民
を か な り暴 露 的 で辛 辣 に描 写 した ため 、 ハ イ ン リヒは上 の妹 ル ー ラか ら非難 され る ことに な る。
ル ー ラの夫 は銀 行 の頭 取 と い う地位 に あ り、 身 内 が この よ うに暴 露 的 な小 説 を 発表 す る こ と は
体 面 上 好 ま し くなか った か らだ。 しか し1903年 の末 に トーマ スがハ イ ン リヒに書 簡 を送 って行 っ
た批 判 は、 ル ー ラの非 難 に もま して 辛 辣 か っ根 底 的 な もの だ った。
こ こで トー マ ス は、 兄 が猛 烈 な早 さで作 品 を執 筆 した こ とを まず とが めて い る。 実 際 、 ハ イ
ン リヒは この長 篇 を半 年 で書 き上 げ て お り、 ま た構 想 か ら執 筆 開始 まで の準 備 期 間 もわ ず か 一
ヵ月 をか け た に過 ぎなか った。 な ぜ これ ほ ど急 い で作 品 を書 い た のか 。 一 っ に は、 弟 の 『ブ ッ
デ ンブ ロー ク家 の人 々』 が この頃 急 速 に売 上 げ を伸 ば して いた とい う事実 が あ る。書 簡 内で トー
'マ ス は 『ブ
ッデ ンブ ロ ー ク家 の人 々』 が1万1千 部 に達 した こ とを報 告 して い る。 ハ イ ン リ ヒ
に して もそ れ まで 何 冊 もの小説 を 出版 して い たの だが、 最 も売 れ た もの で も2千 部 そ こそ こで
あ ったか ら、 弟 の長 篇 小 説 の この部 数 は驚 異 的 と感 じ られ た こ とだ ろ う。4歳 年 長 で 、 そ れ ま
で 万 事 にわ た って弟 を リー ドして きた兄 か らす る と、 こ こで立 場 が逆 転 して しま った よ うな 不
安 感 に襲 わ れ、 それ が 『愛 の狩 猟』 執 筆 を急 が せ た と い う可 能 性 は高 い。 しか し単 に弟 との 関
係 だ けが 彼 の不 安 感 を高 め た ので はな か ろ う。 そ もそ も作 家 と して の転 換 期 に彼 は さ しか か っ
て いた の だ 。 しっか り した構 成 を持 った長 篇 小 説 を じっ く り と書 き上 げ る こ とが で きな くな り
つ つ あ っ た ので あ る。 作 家 は若 い と きに可 能 だ っ た こ とが年 を経 て逆 にで きな くな って しま う
ことが あ る。 彼 は こ こで 、 この先 い か な る方 法 で ど うい う作 品 を書 い た らよ いの か とい う問題
の 前 に立 た ざ る を得 なか った の で あ る。
トー マ ス の 『愛 の狩 猟 』 批判 の第 二 点 、 それ は作 品 の質 そ の もので あ る。 効 果 狙 いが 目立 ち
文 章 が 荒 い こ とを実 例 を挙 げな が ら指 摘 して い る。 これ は年 少 の作 家 が 兄 の文章 表現 を や り玉
に挙 げ るわ けで あ るか ら、 ハ イ ン リヒに は逆 鱗 に触 れ る批 判 で あ っ ただ ろ う。批判 の第三点 は、
トー マ スの 考 案 した表 現 や作 品 の ア イ デ ア をハ イ ン リ ヒが盗 用 して い る と い う もの で あ る。 そ
して最 後 に トー マ ス は、 作 家 と して人 間 と して の 兄 の 態度 そ の もの を難 詰 す る。 これ は 『女 神
た ち』 以 来 トー マ スが ハ イ ン リ ヒに対 して抱 き続 けて きた不 満 を～ 気 に表 出 させ た もの で あ っ
た。 そ れ まで は他 作 家 へ の書評 や 『トー ニ オ ・ク レー ガー』 の よ うに暗 示 的 な形 で しか 表 に出
して いな か っ た批 判 が 、 こ こで初 め て正 面 き って 兄 にぶ っ け られ た ので あ る。
以 上 の よ うな率 直 で 厳 しい弟 の書 簡 に対 して、 ハ イ ン リ ヒは当然 なが ら激 怒 して 返 信 を書 い
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た ら しい。 この時 期 の 彼 の トー マ ス宛 て書 簡 は残 って いな い の で詳 細 は不 明 だが 、 先 の 書 簡 か
ら余 りた た な い時 期 に トーマ ス は兄 を な だ め るよ うな短 い書 簡 を急 ぎ書 き送 って い る。 それ か
ら数 回 、 二 人 の間 に は書 簡 の や り と りが あ ったが 、1904年 の3月 を最 後 に しば ら く途 絶 え て し
ま う。 現 在 判 明 して い る限 りで は、 同 年12月 末 まで 二 人 は書 簡 を交 わ して い な い ので あ る。
この 間 隙 に は若干 注意 を 向 け る必 要 が あ ろ う。 確 か に トー マ ス のハ イ ン リ ヒ批 判 を き っか け
に兄 弟 の 確 執 は顕在 化 した。 しか しそ の後 す ぐにや り と りが途 絶 え た わ けで は な く、 また ハ イ
ン リ ヒも弟 の手 紙 に反 発 しな が ら もそ の直 後 に新 作 の短 篇 「フル ヴ ィア』 を 送 付 して い るの で
あ る。 トーマ ス も(「 愛 の 狩 猟』 を酷 評 して兄 の不 興 をか っ たの に懲 りた こ と もあ った ろ うが)
この作 品 を賞 賛 し、 兄 を な だ め る よ う な言 辞 を連 ね な が ら兄 弟 の仲 を維 持 しよ う と した。 そ の
後 にな って 文通 が途 絶 え た の は なぜ だ っ た のか。 こ こで注 目 した い の は、1904年 の2月 に トー
マ ス が、 後 に妻 とな る カ チ ァ ・ブ リ ング スハ イ ム と知 り合 い、 しか もそ れ を兄 に す ぐ(同 年2
月末 の書 簡 で)詳 細 に報 告 して い る と い う事 実 で あ る。 さ らに1ヵ 月後 の 同年3月 末 に は、 カ
チ ア との結 婚 を真 剣 に考 え て い る と トー マ ス は兄 に書 き送 った。 それ を最 後 に文 通 が途 絶 え て
しま った とい う と ころ に留 意 して お か ね ばな らな い。
そ もそ も、 トー マ スが 兄 に厳 しい批判 の手紙 を送 った の は、 彼 自身 が小 さか らぬ危 機 意 識 を
抱 え て い た か らだ った。 それ は 『トー ニ オ ・ク レー ガ ー』 に も反 映 して い るが、 この 頃 の彼 の
交 際 相 手 と作 品 構 想 を見 れ ば危機 意 識 の 内 実 は明 瞭 に な る。1899年 の 末 に トー マ ス は パ ウ ル と
カ ル ル の エ ー レル ベ ル ク兄 弟 と知 り合 い 、親 しく付 き合 うよ う にな った。 特 に兄 のパ ウ ル に は
ひ とか た な らぬ親 愛 の情 を抱 いて い た よ うで、 『トー ニオ ・ク レー ガ ー』 の ハ ン ス ・ハ ン ゼ ン
はパ ウ ル の イ メ ー ジ を伝 え て い る と され る。 しか し一 方 で トーマ スの過 敏 さ と人 付 き合 い の不
器 用 さ故 に、 この友 情 は時 と して ぐらっ か ざ るを得 なか った 。
そ う した中 、1902年3月 に、 トー マ ス はあ る女 友 だ ち に宛 て て、 ドレス デ ンで 起 こ っ た事 件
にっ いて 詳 細 を教 え て くれ る よ う依 頼 して い る。 市 電 内 で人 妻 が若 い音 楽 家 を射 殺 す る と い う
セ ンセ ー シ ョナル な事 件 で あ った。 トー マ スは この事 件 を、 当 時構 想 して い た作 品 に利 用 す る
っ も りだ っ た ので あ る。
構 想 され て いた の は 『恋 人 た ち』 と い う小 説 で 、 当 時 トー マ ス ・マ ンを囲 ん で いた 人 間 た ち
が 名前 や 性 を変 え て登 場 す る。 主 人 公 の人 妻 が トー マ ス 自身 、 そ の夫 は ル ネ ッサ ンス賛 美 に熱
狂 す るデ カ ダ ン トと い う設 定 だ か らハ イ ゾ リヒ ・マ ン、 射 殺 され る音 楽 家 が パ ウル を モ デ ル に
して いた 。 結 局 この作 品 は構 想 段 階 に と どま って 完 成 せ ず、 ドレス デ ンで の事 件 は晩 年 にな っ
て 長 篇 『フ ァウ ス トゥス博 士 』 に流 用 され る のだ が、 この 頃 卜一 マ スが パ ウ ル に抱 いた 親 愛 の
情 が、 『トー ニ オ ・ク レー ガ ー』 で主 人 公 が ハ ンス や イ ンゲ に抱 いた 恋 情 の よ う な 淡 い もの で
はな く、 か な り激 しい部 分 を秘 め て い た こ とが 分 か るの で あ る。 トー マ ス に と って パ ウ ルへ の
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友 情 とは、 兄 ハ イ ン リヒに代 表 され る よ うな高 踏 的 な芸 術 家 で は な く、 平 凡 で 素 朴 な 人 間 性 を
持 った人 間 と付 き合 い た い とい う願 望 の 実現 で あ り、 それ はひ い て は、 市 民 社 会 を軽蔑 し芸 術
制 作 に没 頭 した青 春 時代 に終 止 符 を打 って市 民 生 活 を営 み た い とい う意 志 で もあ った。 しか し
相 手 が男 性 で あ って は、 世 間 か ら認 め られ るよ うな普 通 の市 民 生 活 を共 に送 る こと はで きな い。
こ こに登 場 す るの が カ チ ア ・プ リング スハ イムで あ る。彼女 と知 り合 った 頃か らパ ウル ・エ ー
レ ンベ ル ク との文 通 は まば らに な り、 『恋 人 た ち』 構想 の た め の メ モ はそ の量 が激 減 して い る。
代 わ って カ チ ア との結 婚 を下 敷 き に した 長篇 小 説 『大 公 殿下 』 構 想 が 浮 上 して くる の で あ る。
作 品構 想 と人 間 関係 との結 びっ き は、 トーマ ス ・マ ンの場合 か く も密 接 だ っ たの で あ る。
さて、 ハ イ ン リ ヒ ・マ ンに 目 を転 じよ う。 トー マ ス に厳 し く批 判 さ れ た後 の彼 は どん な 道 を
た ど った ろ うか。 まず、 政 治 的 な方 向 性 を強 め て くる。上 で も言 及 した 『フ ル ヴ ィア』 が す で
に そ うで あ った。 これ は、19世 紀半 ば の イ タ リア独 立 戦争 を 背景 と して 、 自 由 の ため に戦 う女
性 と、 そ の政 治 理 念 は軽 蔑 しなが ら彼女 に惹 か れ る若 い貴 族 の物 語 で あ る。 貴 族 は女 性 の た め
に 自分 の政 治 的意 見 を捨 て、 自 由の た め に戦 って死 ぬ。 この作 品 を読 ん だ トー マ ス は、 そ の 出
来 を賞 賛 しな が ら も、 兄 の世 界観 が政 治 的 自由主 義 へ と向 か って い る こ と に怪 誘 の意 を 示 し、
これ は 「単 に 『男 の成 熟 』 を意 味 して い るので し ょうが、 そ うで な けれ ば 、 意識 的 に準 得 した
若 さ だ と思 って しま うで し ょ う」 と述 べ て、33歳 の今 にな って無 理 に若 返 ろ うと して い るの じゃ
な い で し ょ うね と冷 や かす よ うな物言 い を して い る。 しか しハ イ ン リヒの政 治 的 方 向性 は一 層
強 ま って く る。 彼 は1904年 の秋 に 『未来 』 とい う雑 誌 に短 い エ ッセ イ を投 稿 す る。 あ る 人 物 が
フ ラ ンス を け な す文 章 を前 月 号 に発 表 した の でミ それ に反 駁 しフ ラ ンス とそ の共 和 制 を 擁 護 し
よ う とす る もので あ った。
ま た、 ハ イ ン リ ヒは この 時 期 に長 篇 小 説 『ウ ンラ ー ト教 授 』 を執 筆 して い る。 の ち に 『嘆 き
の天 使 』 の題 で映 画 化 され 有 名 にな った作 品 で あ るが、 こ こに もハ イ ン リヒの 新 しい傾 向 が 見
て取 れ る。・た だ し政 治 的 な 方 面 で で はな く、 男 女 の 関 係 にお い て で あ る。 一 般 にハ イ ン リ ヒ ・
マ ンは進 歩 的 な姿 勢 で ドイ ツ帝 政 を批 判 した知 識 人 と い うイ メ ー ジが 強 い せ い か 、 『ウ ン ラ ー
ト教 授 』 に登 場 す る教 授 もヴ ィルヘ ル ム帝 政 下 の権 威 主義 丸 だ しの俗 物 を表 現 した もの と受 け
取 られ が ちで あ る。 しか しこれ は皮 相 的 な見 方 と言 わ ね ば な らな い。 む しろ こ こ に描 か れ て い
るの は、 学 校 内で は生 徒 に対 して 強者 と して振 る舞 う教 授 が、 い ったん 教 師 と生 徒 とい う関係
か ら離 れ れ ば 、 財 産 もさ ほ ど な い初 老 の男 に過 ぎず 、一 方 生 徒 は町 の上 流 市 民 の裕 福 な 息子 た
ちで あ る と い う、 一 種 パ ラ ドキ シ カル な人 間模 様 で あ る。 そ して ウ ン ラー ト(=ゴ ミ)と あ だ
名 され る初 老 の教 授 は、 見 初 めた女 芸 人 を ひ たす ら愛 し、 学 校 を辞 職 した後 は市 民 た ち に対 し
て 復 讐 心 を燃 や し、 賭 博 で 彼 らが 破滅 して ゆ くの を見 て 満足 感 に ひ た る の で あ る。 そ れ ま で 、
裕 福 なが らど う生 きて い いか 分 か らな い頼 りな い若 者 を描 い て きた ハ イ ン リヒは、 ここで 初 め
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て 中 年 男 の強 さを表 現 し得 た の で あ る。 実 際 、 ハ イ ン リヒは の ち に知 り合 った女 性 に宛 て た手
紙 で 「この教授 は い くぶ ん私 に似 て い る」 と述 べ て い る。 これ は彼 自身33歳 に な り若 い と は言
え な い年 齢 に な って いた こ と と無 縁 で は な い。 また作 中登 場 す る、 男 の保 護 心 を くす ぐるよ う
な女 性 像 も、 ハ イ ン リ ヒ自身 の願 望 の表 現 で あ った と言 え る だ ろ う。 中年 男 の 開 き直 り的 な 強
さ と人 恋 しさ、 これ が 『ウ ン ラー ト教 授 』 に現 れ た ハ イ ン リヒの心 境 な の で あ る。
さ らにハ イ ン リ ヒは この時 期(1904年6月)、 精 神 的 な 落 ち込 み を 暗 示 す る文 章 を 書 い て い
る。 出 版 元 の ラ ンゲ ン書 店 の カ タ ログ に載 せ るた めの 自己紹 介文 で、 こ こに見 られ るの は 『ブ ッ
デ ンブ ロ ー ク家 の人 々』 で名 を上 げ た弟 に対 す る屈 折 した感 情 と極 度 の孤 独 感 で あ る。 そ して
そ れ を裏 書 きす る よ うに、1904年11月 に彼 は母 ユ ー リア に手 紙 を書 き、 落 ち込 ん で い る と訴 え
るの で あ る。 彼 の手 紙 は残 って い な いが 、 現存 す る母 の返 信 か らそ の こ とが うか が え る。
母 は この返 信 で、 トー マ ス が 『ブ ッデ ンブ ロー ク家 の人 々』 で 一 躍名 を上 げ て兄 が弟 に作 家
と して の知 名 度 で遅 れ を と った こと、 『愛 の狩 猟』 を トーマ スに酷 評 され、 ま た この作 品 が ミュ
ンヘ ン市 民 社 会 の暴 露 小 説 的 な側 面 を 持 っ が故 に妹 夫 妻 な ど と も不和 が生 じた こ とが落 ち込 み
の 原 因 だ ろ う と推 測 して、 や さ しい慰 め の言 葉 を連 ね て い る。 しか し、 そ れ だ け が原 因 だ ろ う
か。 マ ン兄 弟 の軋 礫 が顕 在 化 す る発 端 とな った トー マ ス の書 簡 は前年 の12月 に 出 され て い る。
そ れ か ら一 年 を過 ぎよ う とす る時 期 にハ イ ン リ ヒは落 ち込 ん で い る と母 に訴 え た の で あ る。 上
記 の事 情 だ け を原 因 とす る に は時 間 が た ちす ぎて は い な いか。 そ して、 兄 弟 の文 通 が途 切 れ た
の は、 トー マ ス が カ チ ア と知 り合 い結婚 を 真剣 に考 え て い る と報 告 して か らだ った こ とを思 い
出 して み た い。 トー マ スが カ チ ア との婚 約 に こ ぎっ け た の は1904年10月 、 ハ イ ン リ ヒが 落 ち 込
ん で い る と母 に訴 え る1カ 月 前 で あ った。
以 上 の経 緯 を ふ ま え る な ら、 この 時期 ハ イ ン リヒが 精 神 的 な危 機 に 陥 った真 の理 由が 浮 か び
上 が って こよ う。 トー マ ス は 『トー ニオ ・ク レー ガ ー』 な どを通 して兄 を批 判 し、 高 踏 的 な芸
術 家 と して よ りは普 通 の市 民 と して生 きた い と表 明 した。 カチ ア との 出会 い と婚 約 は、 そ の実
践 に他 な らな か った。 自分 は ボ ヘ ミア ン時代 に終 止 符 を打 ち円熟 した年 代 に入 っ て い くのだ と
い う宣 言 が そ こに は あ った。 この トーマ スの動 きを誰 よ りも よ く見 て い た の はハ イ ン リヒだ っ
た。 彼 は、 弟 の動 きを通 じて 、 自分 に もボ ヘ ミア ン時代 の終 わ りが迫 って い る と い う こと、 若
か った今 ま で の よ うな生 き方 は も う不 可 能 で何 らか の新 しい方 向 を見 い だ さね ば な らな い と い
う こ とを思 い知 らさ れ た ので は なか っ#ろ うか。
そ う した 中、 ハ イ ン リヒは 『ギ ュ ス ター ヴ ・フローベ ール と ジ ョル ジュ ・サ ン ド』 と い うエ ッ
セ イ を書 く。 トー マ スが カ チ ア と結 婚 式 を上 げ る直 前 、1905年1月 か ら2月 初 め にか け て の こ
とで あ る。 フ ロー ベ ー ル はハ イ ン リ ヒに と って長 ら く尊 敬 す べ き大 作 家 で あ った が、 こ こで ハ
イ ン リヒは この フ ラ ンス作 家 を批判 す る こ とで それ まで の 自分 を 暗 に批 判 し、 逆 に サ ン ドを 称
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揚 す る こ とで これ か らの 自分 の あ り方 を 展 望 して い る。 す なわ ち、 優 れ た言 語 芸 術 作 品 を生 み
出す た め に坤 吟 した フ ロー ベ ー ル の よ うな 「芸術 の た め の芸 術」 的 な作 家 の あ り方 を否 定 し、
人 間 性 を重 視 し社 会 の た め に な る よ うな活 動 を した サ ン ド的 な生 き方 を選 び とろ う とす る ので
あ る。 「芸 術 は生 に奉 仕 しな くて はな らな い」 とい う作 中 の文 章 は、 これ か ら自分 は こ う生 き
て い くの だ とい うハ イ ン リヒの宣 言 で あ った。 一 般 に そ の名 を 聞 い て人 が思 い浮 かべ る よ うな
ハ イ ン リ ヒ ・マ ンは こ こで誕 生 した ので あ る。
しか し トー マ ス が 『トー ニ オ ・ク レーガ ー』 等 で理 論 的宣 言 を した後 に カ チ ア と出 会 って い
わ ば そ の実 践 を行 った よ うに、 『ギ ュス ター ヴ ・フ ロー べ 一 ル と ジ ョル ジ ュ ・サ ン ド』 は あ く
まで 理 論 で あ り、 ハ イ ン リヒに は実生 活 上 の パ ー トナーが欠 けて いた。 ここに登場 した のが イ ー
ネ ス ・シ ュ ミー トで あ る。 ハ イ ン リ ヒは彼 女 と 『ギ ュ ス ター ヴ ・フロ ー ベ ール と ジ ョル ジ ュ ・
サ ン ド』 を書 い た直 後 に知 り合 い、 や が て婚 約 す る。 結 局結 婚 は しな い ま ま数 年 後 に別 れ て は
い るが 、 とにか く こ こで ス テ デ ィな 関係 を保 つ 女性 と出会 った とい う事実 は、ハ イ ン リヒが トー
マ ス と類 似 した軌 跡 を た ど った こ との証 左 で あ ろ う。
ハ イ ン リヒは こ の頃 か ら新 しい長 篇 小 説 『種族 の狭 間 で』 の構 想 に と りか か って い る。 そ こ
に登 場 す る青年 ア ル ノ ル トに は、 ハ イ ン リヒ自身 の精 神 的遍 歴 が 重 ね合 わ されて い る と同時 に、
これ か らは社 会 に奉 仕 す る知 識 人 と して生 き るの だ とい う宣 言 も託 され て い る。 そ して彼 の理
想 とす る女 性 像 も作 中 で 提示 され て い る。 二 っ の 種族 の狭 間 に あ って そ の一 方 の特 色 に染 ま る
こ とな く精 神 性 と美 しさを兼 ね備 え た女 性 。 お のれ の新 しい方 向性 と理想 的女 性像 は一 体 にな っ
て 表 現 され て い る。
こ う して マ ン兄 弟 は1903年 か ら1905年 にか けて、 葛 藤 や 確執 を へ な が ら青 春 時 代 を 終 え 、 充
実 した仕 事 を す る円熟 期 に入 って い った 。 彼 らの この時 期 の懊 悩 や生 き方 に は共 通 す る部 分 も
多 い が、 しか しそ の違 い も見 逃 す こと はで きな い。 トー マ ス は何 よ り市 民 的 な家 庭 生 活 を基 盤
と して生 きた が、 誰 に も分 か る文 学 を な ど と は言 わ な か った。 彼 の 目標 は あ くまで 芸 術 的 な 純
度 の高 い文 学 作 品 で あ った。 そ れ は しか し、 決 して容 易 な作業 で は な か った。 彼 の名 を高 め た
『ブ ッデ ンブ ロ ー ク家 の人 々』 か ら次 の充 実 した長 篇 『魔 の 山』 まで の 間 に は、 四 半 世 紀 ζ い
う時 間 が経 過 しな くて は な らなか った。 そ して そ の後 の長 篇群 は、 政 治 的 混 乱 ・亡 命 ・戦 争 と
い う非 日常 の 中 で書 き継 が れ て い った の で あ る。 一 方 ハ イ ン リヒは長 ら く家 庭 に安 定 した 地 盤
を持 づ こ とが な か った。 イ ー ネ ス と は結 婚 しな い ま ま数年 後 に別 れ、 そ の後 も二 度結 婚 は した
が 、 トー マ ス とは違 って終 生 の伴 侶 とは つ い に 出会 わ な い ま まだ った。 しか し彼 は文学 の社 会
性 を唱 え る こ とで二 種 の安 定 を得 た。1ト ー マ スが 文 学 作 品 の方 向性 は そ の ま ま に、 しか し家 庭
生 活 で安 定 を得 た とす る な ら、 ハ イ ン リヒ は文 学 観 そ の もの を変 え る こ とで 安 定 を得 た の だ っ
た。
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ここには重要 な側面が含 まれて いる。 トーマ スは家庭生活 によって安定 を得 たが故 に、 自分
の生 きる ドイツの現実 を丸 ごと否定す ることは しない とい う一種の保守主義 を身 にっ けた。一
方ハ イ ン リヒは、文学の社会性 を唱え社 会変革 にア ンガージュす る方 向性 によ り安定 を得 たた
めに、 フ ランス共和制を理想化 し自国 ドイッを撃 っ とい う、後発資本主義国 の典型 的知識人 と
しての生 き方をす ることにな った。10年 後、第一次大戦 に際 して兄弟 が本格的 な兄弟喧嘩 をす
ることになるの は、青春 時代 への この訣別 の仕方 その ものが原因だ ったのである。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 文 は、 ハ イ ン リ ヒ ・マ ン と トー マ ス ・マ ン とい う兄弟 作 家 の確 執 を、 二 人 の 確執 が顕 在
化 す る以 前 に遡 り、 と くに1903年 か ら1905年 とい う、両 者 が作 家 と して の 自 己 を 確 立 す る時 期
に焦 点 を 合 わ せ て論 じた もので あ る。 論 者 は、 まず 第一 章 で ハ イ ン リヒ ・マ ンの 『女 神 た ち』
(1902)を と りあ げ、 この三 部 作 の 長 篇 を 詳 細 に吟 味 して い る。 第 二 章 で は、 この 作 品 の 唯 美
主 義 的 傾 向 を、 一 種 の社 会 批 判 と して み る見 方 を退 け、 む しろそ こに、 ハ イ ン リ ヒの作 家 と し
て の 資 質 の 本質 的 な要 素 を認 め る。 さ らに第 三 章 で は、 トー マ ス ・マ ンが 兄 ハ イ ン リ ヒの この
作 品 を どの よ うに受 容 した か を、 書 簡 や、 雑 誌 論 文 の 直接 、 間接 の資 料 を もと に丹念 に跡 づ け
て い る。 そ の結 果 、 トー マ ス が 「女 神 た ち』 の唯 美主 義 的傾 向、 兄 ハ イ ン リ ヒの ル ネサ ンス熱
に対 して、 批 判 的 な姿 勢 を も って お り、 それ が トーマ ス 自身 の 『トー ニ オ ・ク レー ガー』 に 引
き継 が れ る こ とを論 証 す る。
第 四章 は、 トー マ スの作 品 『トー ニ オ ・ク レー ガ ー』 に 当 て られ て い る。 議 論 の背 景 に は、
作 品 の詳 細 で、 か っ繊 細 な読 解 が あ るが 、 と りわ け、 兄 ハ イ ン リヒとの 関係 か ら、 この作 品 の
新 しい側 面 が 明 らか に さ れて い る。 トー マ ス の この作 品 は、 ボ ヘ ミア ンや文 士 た ち に た た きっ
け られ た挑 戦 状 と見 なす こ とが で き るが 、 そ れ はル ネサ ンス崇 拝 に浮 か れ た芸 術 家 に対 す る批
判 で あ り、 この芸 術 家 の も っと も身 近 な 例 こそ、 トー マ ス に とって は、 兄 ハ イ ン リヒに他 な ら
な か った こ とが論 証 され る。 ハ イ ン リ ヒ自身 が 、後 に ル ネ サ ンス崇 拝 を批 判 す る文 章 を書 い'て
い るが、 そ う した批 判 に も関 わ らず 、 唯 美 的 傾 向 が この作 家 の本 質 にあ る こ とを論 者 は指 摘 す
る。 兄 弟 の二 っ の作 品 を比 較 す る ことで、 当 時二 人 が、 芸 術 家 と い う存 在 の 問 題 性 に対 して 、
共 通 して深 い 関心 を抱 き、 それ ぞれ 違 った 形 で そ れ に真 剣 に取 り組 ん だ ことが明 らか に され る。
第 五 章 で は、 ハ イ ン リヒの芸 術 家 小説 の 代 表 作 で あ る 『ピ ッポ ・スパ ー ノ』(1904)を と り あ
げ、 この作 品 が トー マ ス の 『トー ニ オ ・ク レー ガー』 の大 き な影 響 の も とに成 立 した とい う仮
説 を提 示 す る。 ハ イ ン リヒは、 弟 の小 説 に 直接 自分 に対 す る批判 を感 じた わ けで は な いが・ 弟
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の 作 品 が 北 方 的 な ものへ の志 向 を示 す もの で あ るの に対 し、 自分 の 作 品 に よ って、 南 方 的 な健
康 さ、 平 凡 さ を表 現 したの で あ り、 そ れ に よ って弟 の作 品 に お け るル ネサ ンス主 義 批 判 に対 し
て 、 自分 の 文学 的 特 質 を擁 護 し、 ひ いて は 『女 神 た ち』 の擁 護 を はか った とい うの が、 この仮
説 の 骨 子 で あ る。 その 際、 論 者 は、 ハ イ ン リ ヒの思 考 法 は、 生 と芸術 家 を相 容 れ な い存 在 と し
て 捉 え 、 きわ め て 二 元論 的 で あ るの に対 して、 トーマ ス の場 合 は、生 か芸 術 家 とい う二 元 論 的
対 立 が退 け られ て い る こ とを指 摘 し、 トー マ スの場 合 二 元 論 と は見 せ か け で あ り手 段 に過 ぎな
い こ とを論 じ、 両 者 の違 い を 際立 たせ る こ と に成 功 して い る。
第六 章 で は、 ハ イ ン リ「ヒの長 篇 『愛 の狩 猟』(1903)が 取 り上 げ られ、 詳 糸甲な 分 析 が 加 え ら
れ る。 論 者 は この作 品 は不 出来 な作 品 で あ る と考 え る が、 そ れ だ け に か え って作 家 の本 質 を表
す もの と考 え、 第 七 章 に お い て、 トーマ スの ハ イ ン リヒ批 判 を み る こ とで、 この本 質 を明 らか
に して い く。 この章 で は、 兄 弟 の確 執 が 顕 在化 す る トー マ スの1903年12月5日 付 け の兄 宛 の 書
簡 を取 り上 げ て い る。 そ の際 トー マ スが批 判 した、 ハ イ ン リ ヒの この作 品 執 筆 の異 常 な速 さ の
原 因 を、 論 者 は、 外 在 的 理 由 と内 在 的理 由 か ら説 明す る。 外在 的 な理 由 は弟 トー マ ス の作 家 と
して の成 功 で あ り、 そ れ に対 す る対 抗 意 識 が働 い た ので あ り、 内在 的 な理 由 と して は、 ハ イ ン
リ ヒが 、 この時 期 に芸 術 家 時 代 の終 焉 を迎 え、 じっ くり と長 篇 を構 想 す る余 裕 を失 い、転 機 に
さ しか か って い た こ とが あ げ られ て い る。 しか し、 トー マ スの方 も、 この時 期 に重 大 な転 換 期
に さ しか か って い た ので あ り、 この作 家 と して の危 機 が 、 カチ ア との結 婚 に よ っ て解 消 され て
い く過 程 が 、 第 八 章 にお いて 明 らか に され る。 トー マ スの カ チ ア との結 婚 の 過 程 を 分 析 す る こ
とで 、 『トー ニ オ ・ク レー ガ ー』 が、 芸 術 家 、 ボヘ ミァ ンか ら逃 亡 し、 結 婚 生 活 に 入 る トー マ
ス の過 渡 的 な姿 の貴 重 な記 録 と して捉 え 直 され る。
第 九 章 は、 本 論 文 中量 的 に最 も充 実 した部 分 で あ るが、 この弟 の結 婚 が ハ イ ン リ ヒに与 え た
重 大 な影 響 に、 そ の 作 品 に即 して分 析 を加 え る。 この 時期 の作 品 を年 代 順 に考 察 した うえ で 、
ハ イ ン リ ヒが 、 弟 の変 化 を 鋭 敏 に察 知 して い た こ とが論 じられ、 同時 に彼 自身 が 大 きな転 機 に
さ しか か った こ と を明 瞭 に物 語 る もの と して、 その エ ッセ イ 「ギ ュ ス ター ヴ ・フ ロ ーベ ール と
ジ ョル ジ ュ ・サ ン ド』(1905)が と りあげ られ る。 この エ ッセ イで フ ロ ー ベ ー ル に仮 託 して ハ
イ ン リ ヒは、 自 らにつ いて語 った の で あ り、 そ こ に は芸術 の た め の芸 術 か ら社 会 の た め の 芸 術
へ の 変 化 、 そ して そ の実 現 の ため に積 極 的 に ア ンガ ー ジ ュす る知 識 人 へ のハ イ ン リ ヒ自身 の 変
化 が読 み とれ る こ とが 指摘 され る。 した が って、 この フ ロー べ 一 ル ・エ ッセ イ に は、 ハ イ ン リ
ヒの創 作 活動 全 体 の なか で特 別 な地 位 が 付 与 され る こ とに な る。 この よ うな 変 化 を刻 み込 ん だ
作 品 が ハ イ ン リ ヒの小 説 『種族 の狭 間』(1907)で あ り、 この 作 品 は 同 時 期 の トー マ ス の 『大
公殿 下 』(1909)と 比 較 さ れ る。 ハ イ ン リ ヒは、 社 会 の役 に立 と う と い う明 確 な 方 向 性 を 示 す
の に対 して、 トーマ ス は芸 術 家 を否 定 して も、 芸術 を否 定 した わ けで はな く、 こ う して トー マ
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ス とハ イ ン リ ヒが、 お互 い に異 な った作 家 と して 明確 に 自己 を形 成 して い く過 程 が 明 らか に さ
れ る。
本 論 文 の特 色 は、 何 よ り も綿 密 な実 証 的 な研 究 と、精 緻 な読 解 に基 づ い て、 従 来 あ ま り詳 し
い分 析 の試 み られ た こ との な いハ イ ン リヒ ・マ ン と トーマ ス ・マ ンとい う今 世 紀 前 半 の代 表 的
な ドイ ツ語 作 家 の初 期 の関 係 に注 目 し、 この二 人 の関 係 か ら両 者 の作 品 の理 解 の た あ に、 新 し
い視 点 を 開 い た点 に あ る。 論 者 の議 論 は、 現 在 入 手 可能 な あ らゆ る資 料 を網 羅 的 に調 べた上 で、
周 到 に準 備 さ れ た もので あ り、 従 来 の議 論 の 誤 りを正 し、 ま た最 近 の イ ギ リス、 ドイ ッ に お け
る トー マ ス ・マ ン研 究 に欠 けて い た視 点 を補 って い る。 同 時 にハ イ ン リヒ ・マ ン研 究 と して も、
この 時 期 のハ イ ン リヒ ・マ ンに関 す る、 我 が 国 にお け る貴 重 な本 格 的 な研 究 で あ る ばか りで な
く、 ハ イ ン リヒの エ ッセ イ 『ギ ュ ス ター ヴ ・フ ロ ーベ ール と ジ ョル ジュ ・サ ン ド』 が 、 作 家 に
と って 転 回 点 を画 す る作 品 で あ る こ とを 明 らか に し、 トー マ ス との関 係 か らそ の作 品 全 体 にっ
いて の 評 価 の新 たな 視 点 を 提 示 して い る。 ハ イ ン リ ヒが、 転 回点 の前 と後 で 、 つ ま り唯 美 的 傾
向 か ら、 社 会 的 傾 向 へ 移 る前 と後 で 、 なお 二 元 的思 考方 法 に縛 られ て い る ことを、そ れに対 し、
トー マ スが 二 元 的 で はな く、 芸 術 家 を拒 否 しな が ら芸 術 を拒 否 して い な い こ とを指 摘 して、 こ
の両 者 の作 家 的 資 質 の違 いを 浮 か び上 が らせ る こ と に も、 この論 文 は十 分 に成 功 して い る。 こ
れ は、 た とえ ば、 ハ ィ ン リ ヒの場 合 、彼 の考 え る 「知 識 人 」 の特 徴 と限 界 を明 らか に した もの
で あ り、 ま た トーマ スの場 合 に は、 そ の後 の 作 家 と して の複 雑 な軌 跡 を理 解 す る ひ とっ の手 が
か りを与 え る もの で あ る と言 え る。 全 体 と して、 本 論 文 は、 我 が 国 にお け るハ イ ン リヒ ・マ ン、
トー マ ス ・マ ン研 究 の一 つ の水 準 を 示 す もの で あ る と評 価 で き、 マ ン兄 弟 の研 究 、 近 代 ドイ ッ
文 学 研 究 に寄 与 す る と ころ大 で あ る。
よ って 本論 文 の 提 出者 は、 博 士(文 学)の 学 位 を授 与 さ れ るに十 分 な 資 格 を 有 す る もの と認
め られ る。
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